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食の安全「基本のお話」

2022年３月
「みんなちがって、みんないい」ってほんと？

2023年２月
一人ひとりが力を発揮し、次世代を担うために
　　　　　　　　　　　　　　 ※役職員向けに開催

　「昔は、添加物の生協独自の厳しい基準が
あったので、安心して利用できたのに」とい
う声をいただくことがあります。

　機関誌いずみでコラムを掲載している、
男女共同参画委員会はどのような活動を
しているのでしょうか？

食品添加物の
「昔の厳しい基準」って？

男女共同参画委員会って
どんな活動をしているの？

【男女共同参画】をテーマに活動■昔の生協の基準
　「よくわからないものは、できるだけ避けよう」
　いずみ市民生協が創設された1970年代、大量生産とともに多く
の食品添加物が使われるようになり、安全性の問題で使用禁止に
なる添加物もありました。戦後の急速な食生活の変化に、法律や
基準、行政が追い付いていなかった時代です。
　当時、国やメーカーの情報提供が不充分な上に、科学的知識も
得にくかった中では、取らざるを得なかった考え方（基準）です。

■食の安全を守る社会のしくみ
　食品安全基本法が制定され、食品のリスクを評価し、管理する社会のためのしくみ「食品安全行政」が整
備され、食品添加物などの基準も「国民の健康の保護が最も重要」との視点で作られるようになりました。
　専門家による第三者委員会「食品安全委員会」で科学的に評価がされ、世の中に公開して広く意見を
聞いた上で、基準が作られるようになりました。今は、
添加物ごとの詳しい評価も公開されています。

　いずみ市民生協の組合員理事９名、執行役員１名、職員３名で構成されています。
　社会や家庭、職場で、性別を問わず、誰もが１人の人として尊重され、お互いに認め合うことをテーマ
に、社会や組合員の生活場面での「気づき」や、職員の労働環境における男女共同参画の取り組みをすす
めています。

気づきの活動　2022年度は、「機関誌いずみ」に、生活場面で活かせるような気づきをコラムにして発
信したり、職員の就労状況から課題を話し合い、学習会を開催しました。また、大阪府がドーンセンター
で実施する「困難を抱える女性への支援（通勤着の寄贈）」を他生協と協力して役職員に呼びかけ、コロナ
禍で失職したり孤立した女性を応援する取り組みに男女ともに参加しました。

学習会の開催　情勢や課題をふまえて、組合員や職員向けに学習会を開催しています。

　その一方で、食品添加物の規制や食品衛生法の改正、消費者の
立場に立った食品安全行政の実現を求めてきました。その取り組
みが実り、2003年に食品安全基本法が制定され、食品安全行政
が大きく転換しました。

■生協や消費者団体による情報提供と
　より厳しい基準を国に求めた行動

第107回

昔の機関誌いずみ（1977年５月号）

LGBTのあり方が
なぜ阻害されて
いるのか、生きづ
らさは何に由来
しているのかを
考えました。

みんなが生き生きと仕事ができる環境を作るために、
年代・考え方も幅
広い世代とどうコ
ミュニケーション
をとればよいの
か、そのヒントと
なるような学習を
しました。

身近な事象から、
理想とする社会と
現実とのギャップ
を埋めるためのお
話やワークショッ
プを行いました。

2020年９月
新しい自分の発見

仲岡しゅん弁護士の生き方から学ぶ

■国の基準は改善・補強
　食品衛生法や農薬取締法の基準は、食品公害
からBSE問題、毒物混入や食品偽装事件、原発
事故などの食の安全を脅かしかねない出来事や
遺伝子組み換え、ゲノム編集などの新しい技術
に対応し、改善・補強されてきています。

■各国の食品安全行政
　食品安全行政は、世界各国で実行されており、
各国が情報公開しています。どの国も、他国のリ
スク評価や管理を把握しながら、食品安全行政
をすすめています。

2023年度版の「食の安全　基本のお話」
パンフレットが完成しました。
いずみ市民生協の食の安全に関する情報を掲載
したパンフレットです。
いずみ市民生協のホームページに
公開されています。
ぜひご覧ください。

情報はアップデートが
必要です。

2月度累計リサイクル回収率

2022年度
回収率

66.1% 23.5%

宅  配 店  舗

トレーの
回収率は算出
していません

①カタログ ②内袋（※） ③牛乳パック ④たまごパック ⑤発泡トレー ⑥ペットボトル

回収部門

43.0% 38.5% 22.9%

宅配・店舗

※内袋のシールは剥がして出してください。  　                                            引き続きリサイクルへのご協力をお願いします！

広げよう、
地球に
イイこと

（2021年度 68.0%）（2021年度 23.5%）（2021年度 43.0%）（2021年度 37.3%） （2021年度 22.7%）

機関誌いずみで気づきに
つながるコラムを掲載
しています。
今月もP12に掲載しています。
ぜひご覧ください。

過去の
コラムは
コチラ

6 7


